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秋と言えば… 芸術の秋から                校 長   内藤 千春 

２学期がスタートして、一ヶ月。秋らしい気候になってきました。学園に行くまでの道には、栗

が落ちていたり、６年生は連合運動会に参加したりと〇〇の秋です。鳥屋学園は、まず、芸術の

秋である輝鳥祭「文化の部」からスタートしました。校舎を美術館に

見立て、学園生の制作した作品を廊下や壁に展示しました。どれ

も、来校された方に見てもらい、楽しんでもらうために一生懸命に

作ったものです。鳥屋学園の学園生は、とても丁寧に作品をつくり

ます。このことは、自慢できます。 

さて、今回から保護者の方だけでなく、日頃、地域の方々に様々

なことを教えていただいたり、登下校を見守っていただいたり、お世話になっているため、お

もてなしをする文化の部といたしました。お陰様で、午後の部とあわせ、約 200名の方に来校

していただきました。鳥屋にお住いの 8人に 1人が足を運んだ計算となります。 

学園生は、お客さんから「ありがとう」という言葉をもらえるように一生懸命におもてなしを

していたのではないでしょうか。その学園生の一生懸命な姿が、たのしい思い出になっていた

だけたのであれば、少しは、お返し（貢献）ができのではないかと考えております。 

秋と言えば…読書の秋にしましょう。 

 ４月に実施した全国学習状況調査のまとめより、読書

が好き・授業で工夫して発表していると答えた子ども

の正答率が高いという結果であることが報告されてい

ます。（三重クロス集計） 

読書が好きな子は 「読んで理解すること（読解力）

ができ、わかりやすく「説明・発表すること」ができるそ

うです。自分事の深い学びになり、やがて、つかえる知

識（生きる力）につながります。 

「読解力」は、すべての学びにかかわる最も鍛えたい

力です。読解力があがれば、学習の理解もたやすいで

す。鳥屋学園の図書室は、２つ。小学生・中学生用の蔵

書がそろっています。ゲーム・動画視聴の時間をすこしでも削って、読書の秋にしましょう。保

護者の方の声掛けをよろしくお願いします。 

鳥屋学園だより 
〈鳥屋学園の教育目標〉    【自律・見識・貢献】 

確かな知恵と知的探究心を基盤として、自ら学び主体的に考える力と     

たくましく生きる力を身につけた子どもを育成する。                         6.3                                                                                                                                                                                                                                                                      

  




